
仕事率　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ウ（同じ）

どちらも20N×2m＝40Jで、仕事は同じです。ちがうのは、かかった時間です。

よくあるまちがい：仕事＝力×距離。時間は入らない。

問2　答え：ア（2倍）

A：40÷4＝10W、B：40÷2＝20W。BはAの2倍です。

よくあるまちがい：仕事率＝仕事÷時間。

問3　答え：60W

考え方

1. 180÷3＝60W

よくあるまちがい：仕事率＝仕事÷時間。

問4　答え：12W

考え方

1. 仕事：30×2＝60J

2. 仕事率：60÷5＝12W

よくあるまちがい：仕事→仕事率の2段階で計算する。

問5　答え：イ（20W（Aの2倍））

B：40×2＝80J、80÷4＝20W。Aは40÷4＝10Wなので、BはAの2倍です。

よくあるまちがい：仕事→時間でわる。

問6　答え：300J

考え方

1. 50×6＝300J

よくあるまちがい：式を変形して、仕事＝仕事率×時間。

問7　答え：ア（1秒間に1Jの仕事をするときの仕事率）

1W＝1J÷1秒。1秒間に1Jの仕事をするときの仕事率です。

よくあるまちがい：W＝J÷秒。

問8　答え：下の例

同じ荷物を同じ高さまで上げるので、仕事の大きさは同じ。かけ上がる方がかかる時間が短いので、仕事

率は大きい。

採点のポイント：仕事は同じ（力も高さも同じ）／かけ上がる方が時間が短く、仕事率が大きい

よくあるまちがい：仕事と仕事率を分けて答える。
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